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各
委
員
会
で
議
論
と
な
っ
た
も
の
を
委
員
長
が
ま
と
め

た
も
の
で
す
。�

　
委
員
会
で
は
、
条
例
改
正
１

件
、
補
正
予
算
６
件
を
審
査
し

全
員
に
て
議
案
可
決
し
た
。�

　
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
改
正
は
、
健
康
保
険
法
な
ど

の
改
正
に
伴
い
、
平
成
20
年
４

月
か
ら
国
民
健
康
保
険
税
を
年

金
天
引
き
に
よ
り
徴
収
す
る
も

の
。
65
歳
〜
74
歳
の
国
民
健
康

保
険
の
被
保
険
者
で
世
帯
主
の

人
約
１
，
１
０
０
世
帯
が
対
象

と
見
込
ま
れ
る
。�

　
実
際
の
徴
収
は
、
９
月
分
ま

で
は
納
付
書
に
よ
る
普
通
徴
収

を
お
こ
な
い
、
10
月
か
ら
年
金

天
引
き
の
特
別
徴
収
に
切
り
替

え
る
方
針
で
あ
る
こ
と
が
示
さ

れ
た
。�

　
介
護
保
険
料
も
年
金
か
ら
天

引
き
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
関
し

て
は
「
年
額
18
万
円
未
満
の
年

金
か
ら
は
天
引
き
し
な
い
。
介

護
保
険
料
と
あ
わ
せ
年
額
の
２

分
の
１
を
超
え
て
天
引
き
し
な
い

」な
ど
、
答
弁
が
あ
っ
た
。�

　
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
障

害
者
自
立
支
援
法
に
伴
う
激
変

緩
和
措
置
で
、
通
所
サ
ー
ビ
ス

の
送
迎
に
対
す
る
事
業
者
へ
の

補
助
金
３
１
６
万
円
余
や
３
歳

未
満
の
乳
幼
児
医
療
に
要
す
る

不
足
分
の
１
，
７
３
１
万
円
余
、

障
害
児
受
け
入
れ
の
増
加
に
伴

う
学
童
保
育
所
へ
の
補
助
金
１

９
２
万
円
余
で
あ
る
。�

　
通
所
サ
ー
ビ
ス
補
助
金
の
費

用
負
担
は
、
県
が
４
分
の
３
で

残
り
が
市
、
障
害
児
保
育
補
助

金
は
３
分
の
１
が
市
で
あ
る
。�

�

　
委
員
会
で
は
、補
正
予
算
２

件
、市
道
路
の
認
定
２
件
、他
１

件
、
意
見
書
３
件
の
各
議
案
を

審
査
し
、全
員
賛
成
に
て
全
議

案
を
可
決
し
た
。主
な
内
容
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
。�

　
一
般
廃
棄
物
処
理
に
要
す
る

経
費
は
、平
成
20
年
４
月
か
ら

使
用
す
る
新
し
い
指
定
ゴ
ミ
袋

の
４
ヶ
月
分
の
購
入
費
用
５
６
７

万
円
で
あ
る
。�

　
水
利
施
設
管
理
に
要
す
る
経

費
は
、宅
地
化
等
に
よ
る
受
益

面
積
の
減
少
や
経
費
節
減
に
伴

う
花
宗
用
水
組
合
負
担
金
の
減

額
で
あ
る
。�

　
委
員
か
ら「
宅
地
化
の
受
益

面
積
の
減
少
だ
け
で
は
金
額
が

大
き
す
ぎ
る
の
で
は
」と
の
質
問

に
、執
行
部
よ
り「
事
務
局
長
が

退
職
さ
れ
、そ
の
補
充
を
や
ら

な
か
っ
た
人
件
費
が
大
半
で
あ

る
」と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。�

　
下
水
道
事
業
補
正
予
算
に
つ

い
て
は
、一
般
住
宅
の
下
水
道
接

続
件
数
の
増
加
に
伴
う
排
水
設

備
設
置
補
助
金
３
，
２
０
０
万

及
び
国
庫
補
助
事
業
費
の
確
定

に
伴
う
公
共
下
水
道
事
業
費
等

で
あ
る
。�

　
委
員
か
ら「
国
の
補
助
は
５
割

で
は
な
い
の
か
、２
，
１
８
０
万

で
は
少
な
い
の
で
は
」と
の
質
問

に「
国
が
補
助
す
る
部
分
と
市

が
単
独
で
す
る
部
分
を
合
わ
せ

る
と
国
が
35
％
、起
債
が
60
％
、

一
般
財
源
が
５
％
と
な
る
」と
の

答
弁
が
あ
っ
た
。�

　
市
道
路
線
の
認
定
は
都
市
計

画
に
基
づ
く
開
発
行
為
で
西
牟

田
小
次
郎
丸
３
号
線
他
一
路
線

で
あ
る
。�

��

���

　
委
員
会
は
、
条
例
制
定
５
件
、

補
正
予
算
1
件
及
び
意
見
書
1

件
の
議
案
を
審
査
し
た
。�

　
条
例
制
定
で
、
筑
後
市
一
般

職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
に
関

す
る
条
例
は
、
知
識
経
験
者
や

識
見
者
を
期
間
限
定
し
て
採
用

す
る
も
の
で
、
全
員
賛
成
に
て

原
案
可
決
。
議
会
議
員
の
報
酬

条
例
と
職
員
給
与
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
は
、
国
の
人
事
院

勧
告
に
沿
っ
て
官
民
格
差
を
是

正
す
る
手
当
の
引
き
上
げ
。
職

員
給
与
は
若
年
層
を
中
心
に
改

定
す
る
も
の
。
審
査
で
市
民
に

負
担
増
、
給
付
減
を
強
い
て
市

も
歳
入
不
足
で
歳
出
抑
制
を
し

て
い
る
。
一
方
で
給
与
・
手
当

を
上
げ
る
こ
と
は
整
合
性
が
採

れ
な
い
。
市
民
感
情
、
財
政
状

況
を
考
え
れ
ば
認
め
ら
れ
な
い
。

議
員
報
酬
の
採
決
結
果
は
賛
成

者
無
し
で
原
案
否
決
。
職
員
給

与
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
結

論
を
出
す
の
は
困
難
で
あ
る
。

も
っ
と
慎
重
な
審
議
を
し
た
い

と
の
意
見
が
出
さ
れ
、
継
続
審

査
に
つ
い
て
採
決
の
結
果
賛
成

多
数
に
よ
り
継
続
審
査
と
な
っ

た
。
情
報
公
開
お
よ
び
個
人
情

報
保
護
条
例
は
、
日
本
郵
政
公

社
を
文
言
削
除
。
水
防
協
議
会

は
法
改
正
に
伴
う
も
の
、
と
も

に
全
員
賛
成
に
て
原
案
可
決
。

　
補
正
予
算
の
主
な
も
の
は
勧

奨
に
よ
る
退
職
手
当
の
増
額
で
、

全
員
賛
成
原
案
可
決
。
　�

　
意
見
書
は
地
方
財
政
の
充
実

を
求
め
る
も
の
。
審
査
結
果
全

員
賛
成
に
て
原
案
可
決
し
た
。�

�


